
ことを含めて考えたら、これはやっぱり必要な

んです。だから、絶対早急にしてもらわなけれ

ばいけないと思います、計画をね。ぜひそうい

うことでお願いをしたいと思います。 

 さっきちょっとあったんですが、今、何が例

えば電子化が必要だ、電子化にした方がいい、

文書化した方がいいというチェックシートでや

っているというお話なんですけれども、業務の

棚卸しと同じような方式なんだろうと思うんで

すが、その辺は計画として、こういう仕事は電

子化した方いい、あるいは文書化した方がいい

というのを、単純に感覚でやるのか、一つの基

準でこういうものは、やっぱり電子化なんだ。

例えばずっと残さなければいけないものについ

て電子化の方がいいわけです。一時的にこれは

ここで終わりというものは文書化でなくてもい

いと、こういう区分けもしながら、こういうこ

とを仕事を進めなければいけないではないかと

思うんですがね。その辺について、企画調整課

長、もう一度、それをどういう意味で、電子化

なんだ、文書化なんだという区分けをしていく

ということ、その方法をどのようにやっていく

のかということについてもう一度ちょっとお聞

かせいただけますか。 

○大沼 久議長 松木幸嗣企画調整課長。 

○松木幸嗣企画調整課長 お答えいたします。 

 仕事のフローを見させていただきながらとい

うことを申し上げたので、今、フローの中で仕

事の進め方の中でいろいろ行程があると思うん

ですが、それを一つ一つ見させていただいて、

これにシステムを入れるとここの部分が省ける

んじゃないかというような見方、基本的にはそ

の行程の部分を基本的に見ていかなくてはなら

ないかなというふうに思っています。時間とか、

ひょっとすると経費という部分もあるかと思う

んですが、まずは、手順といいますか、行程の

部分を先に見させていただいています。 

以上です。 

○大沼 久議長 ３番、大道寺信議員。 

○３番 大道寺 信議員 時間ありませんので、

最後になりますけれども、最後にというか質問

は終わりますけれども、情報化の関係につきま

して今までずっと進んでこないという理由はい

ろいろわかります。金もかかるということが頭

にきたり、どんどん進んでいる情報化がどんど

ん進むということもあったり、しかし、これは

やっぱり自立計画と大いに関係してくる。スリ

ム化していく。スリム化というのはいろいろあ

りますね。仕事の量をきっきり効率化していっ

て人を減らすということもあるでしょうし、民

間委託して減らすということもあるでしょうけ

れども、同じ仕事で民間委託するというのは一

番効率悪いわけですね。効率化といったら効率

化よくして民間委託する。倍以上に効果出てく

るという、こういうのもありますから、情報化

というのはすごく重要だと思いますし、それか

らさっき言った５Ｓだって同じです。スペース

を生み出してむだを少なくする。これだって自

立計画に全部連動していくんじゃないかと思う

んです。そういった意味で私は、考えていろい

ろ質問させていただきましたので、ぜひこれか

らのそれぞれの策定、計画策定等に十分検討の

中に入れていただくようにお願いをしまして質

問を終わりたいと思います。 

 ありがとうございました。 

 

 

   島田友市議員の質問 

 

 

○大沼 久議長 次に、順位４番、議席番号19番、

島田友市議員。 

  （19番島田友市議員登壇） 

○１９番 島田友市議員 大変お疲れさまでござ

います。 

 16番藤原議員が体調不振ということで欠席さ
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れました。一時も早く回復をご祈念申し上げる

ものでございます。 

 そんなことで１時間繰り上がりまして質問さ

せていただきます。 

 平成17年６月定例会に市政一般に関する質問

は、国指定天然記念物「草岡の大明神ザクラ」

にかかわる今後の管理方法についての１点であ

ります。 

 17番蒲生議員が同一の質問でありましたので、

重複する部分も大分あるかと存じますけれども、

よろしくお願いをいたします。私なりの質問を

させていただきますので、よろしくお願いを申

し上げたいと思います。 

 本年１月不況脱出へのあふれるような希望を

持って迎えた新春でございましたけれども、異

常気象というレッテルの代名詞をつけられた中

で暮らし始めてから半年目の６月となり、よう

やく田畑の生産物から樹木まで緑一色の世界に

変わりました。それでも平年と比べると低温に

過ぎたとのことにいささかの心配を含めながら、

その時々の時期にふさわしい天気の訪れを祈っ

ておる次第であります。 

 さて、表題にも掲げましたとおり、先月の20

日、国の文化審議会において、史跡、名称、天

然記念物の新指定の追加などについて、文部科

学大臣に対する答申が行われ、長井市の草岡の

大明神ザクラが国の天然記念物に指定を受けら

れましたことは、６月１日付の長井市報に詳細

にわたっていち早く報道されたことはまことに

喜びにたえず、市民皆さんとともに、感激に胸

が熱くなる心境であります。 

 本市には、伊佐沢の久保ザクラが早くから指

定を受けておられましたし、今回の草岡大明神

ザクラとともに、指定を受けられましたことは、

長井市にとりましても慶賀にたえるところと受

けとめなければならないと思います。数年前か

ら実施されております春一番の観光事業である

置賜さくら回廊の中にも数えられています事柄

などにつきましては、今後訪れる方々にも胸を

張って見学していただくことの喜びを今から期

待するところであります。 

 古木にはそれなりの歴史があります。草岡の

大明神ザクラは、私ども西根地区に生を受けた

ものは、幼少のころから1,000年を超す生命力

があるとの教えを聞かされてまいりました。久

保ザクラについても時の英雄、征夷大将軍坂上

田村麻呂が恋人お玉を惜しみその霊を慰めるた

めに植えたと伝えられる悲恋物語が語りぐさと

なって残っているのは周知のとおりであります。

大明神ザクラについてもその例に漏れず、蝦夷

鎮圧の戦勝記念のお手植えであったことなど、

先祖から口込めに伝説、古文書による横山家累

代の管理として、土地の人々にとって生活上の

目安となっていた種まき桜の生きた暦、そして

天下の名将とうたわれた伊達政宗公との出会い

など、語るに尽きぬ生きた史実が地区民の教え

となって今も語り継がれていることを考えても、

桜自体の果たされました事柄につきましては、

ただ感謝の念とともに、今後とも保存会の方々

と力を合わせ、国指定天然記念物、草岡の大明

神ザクラの保全が肝要かと思われます。 

 前段が少し長くなりましたけれども、通告し

ております４項目について順次お伺いをいたし

ます。 

 一番目の支柱をつり方式で枝折れの保全につ

いてお伺いをいたします。エドヒガン大明神ザ

クラは巨樹であり、老木ゆえ、自体で養生等で

きかねると考えるべきであります。雪もたくさ

ん降りますし、枝を支える支柱なども必要でし

ょうし、平成11年12月20日、21、22日の３日間

の大雪で直径30センチほどの枝が数本折れ、こ

としの大雪でも２本ほど折れるなど大変惜しま

れております。地元保存会の考えは、木の中央

に太い立木を備え、枝全体をつる方式にしたら

どうかという案もあるようですが、専門家のご

意見も承りたいと存じます。 
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 ２番目に、肥料の施し方についてお伺いいた

します。樹木の成長、発育には施肥が随一と考

えられますが、伺っておりますけれども、久保

ザクラは肥料によって最大の成果を得ているや

に聞いておりますが、大明神ザクラにそうした

養生の方法があるとすればご指導を賜りたいと

思います。 

 ３番目の国指定にかかわる記念碑の建立につ

いてお伺いをいたします。保存会の力も気持ち

の上では十分理解できますが、今回の国指定と

いう身の熱くなるような喜びを形の上であらわ

すには、指定になったことを祝う気持ちで記念

費の建立の件なども地元では考えておられるよ

うですが、市当局ではどのようにご計画をお持

ちになられていらっしゃるか、お伺いをいたし

ます。 

 次に、周辺整備についてお伺いをいたします。

現場は、個人の屋敷にありますので、今後倍増

する観光客の期待に十分こたえるべきであると

思われますし、また、整備に伴う必須の条件も

不可欠と伺っております。閑静も必要ですが、

杉林の中で桜、巨木本体が全然見えない状態で

ありますので、周辺の樹木の処置とあわせアク

セス道の対応などについてお伺いをいたします。 

 以上で、私の質問は４点でありますが、結び

に一言申し上げますけれども、すぐそばには西

根小学校があり、そして、広大なグラウンド、

周辺には昭和16年に卒業されました先輩各位が

記念として植樹された桜が見事に咲きそろって

おります。そして、現地から西へ向かって進ん

でまいりますと、3,500年から4,000年前の長者

屋敷の遺跡があります。古代の丘資料館、さら

にはかつて田んぼの用水で苦労したときに造成

しました中里堤など、心の安らぎを覚える施設

が十指も数えるほどでございます。 

 国指定の草岡の大明神ザクラを国、県、そし

て長井市の管理指導を仰ぎながら大切な宝物と

して心を込めて取り扱ってまいりますことを申

し上げながら、簡単でございますけれども、質

問を終わります。（拍手） 

○大沼 久議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 島田議員のご質問にお答えを申

し上げます。 

 まさにうれしいことだと、地域の誇りでもあ

り、地域の皆さんが本当に喜んでいらっしゃる

ことだということを私も思います。さっきうれ

しいことがいっぱいあったと、ほかは何だなん

て聞かれましたから、例えば平県議の県連幹事

長就任であるとか、４月２日の週刊東洋経済の

日本一の統計記事とかね。長井は少しそういっ

た意味では評価を受けているのではないかと。

そういう一連の中でのやっぱりこういう勢いの

あるときの話でありますので、ぜひこれは市民

挙げて喜んで、そして今後しっかりとやらなけ

ればいけないなという思いは、島田議員と一緒

であります。 

 ただ、支柱とつり方式について、これは私、

専門家ではありませんので、今、助役から市長

専門家かと言われましたけれども、そうじゃな

いんですが、教育長も余り専門家じゃないと思

いますけれども、本当の専門家に聞かなければ

いけないんですね。私も多少百姓ですけれども、

雪囲いをするときにつり方式、兼六園なんかは

相当そういう方式でやっているわけですが、そ

れは一時的なものであって、枝が成長する、あ

るいは変わっていくのに対して木に負担をかけ

るということがあるようにお聞きしたことがあ

ります。やっぱりこれはよく言う下支えといい

ますか、これが一番大きな木にとってはいいの

ではないかというふうに言われておるようであ

りますので、なお、大津先生を初め、専門家の

ご意見をお聞きして、どうしたらいいのかとい

うことを考えて、そして対応してまいりたいと

いうふうに思います。 

 肥料につきましては、平成11年に県指定いた

だきましたから、指定というのはご案内でしょ
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うけれども、県がある程度応援してくれると。

国指定になれば国が応援してくれると、こうい

う意味で大きなメリットがあるわけですね、事

業をやる場合に。平成12年、13年に県も応援し

ていただいてやったときに、土壌改良工事をし

たわけですが、発根促進剤を散布しているとい

うことであります。その後は、横山さんに有機

堆肥をお配りして散布をしていただいていると

いうことでありますが、平成18年度は樹勢回復

工事を要望していきたいというふうに思います

ので、これは国の重要事業の一環でもあります

し、今度は文部科学省なり文化庁なりにも回っ

てこなければいけないわけでありますが、そう

いったときに施肥も必要かと思いますので、こ

れまたやっぱり専門家の意見も聞いて対応して

いきたいというふうに思っておるところであり

ます。 

 ３番目の記念碑建立については、地元の皆さ

んのお気持ちはわかりますが、私のさっき申し

上げました、どでかい石というのは、それは将

来どうかということもありますし、観光におい

でになる皆さんは桜を見にきているわけですか

ら、なるべくやっぱりそれは桜に手間も暇もお

金をかけた方がいいのではないかということで、

少し簡素とか、いろんな面で工夫をしていただ

ければいいのではないかなというふうに私は思

っているところでありますが、具体的な要望が

あったときにまたお話をさせていただき、お互

いに知恵を出していきたいと思います。 

 周辺整備につきましては、先ほども蒲生吉夫

議員にお答えをしましたけれども、主として教

育委員会及び担当課の方でこの保護管理区域内

の整備、保護増殖工事等を洗い出して、それか

ら指摘された事項もありますから、そういった

ことを計画的に整備計画をつけて、その整備計

画づくりには所有者の横山さんを初め、保存会

の皆様、そして関係者の皆様のご意見をお聞き

してつくっていかなければいけない。つくった

らそれは順次やっぱり財政状況を勘案しながら

この10年ぐらいの中に、やっぱり長井市の大き

な一つ観光の目玉であるということにして、新

たな目玉づくりのために努力をしなければいけ

ないのではないかというふうに思っているとこ

ろでありますので、よろしくお願いをしたいと

思います。 

○大沼 久議長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 島田議員のご質問にお答えを

したいと思いますが、さっき市長の方からの答

弁もありましたし、蒲生吉夫議員の答弁と重な

るようなこともあると思いますが、まず一つ、

支柱とつり方式についてということですけれど

も、さっき島田議員のお話にもありましたが、

平成12年の冬ですか、雪による枝折れなどがあ

って、平成12年７月に保護増殖工事に入って、

その折に支柱を11本かけております。途中１本

がちょっと外れるような状況で立てかえしたと

いうこともありますけれども、つり方式という

のは、東根の大ケヤキでやっているんだそうで

す。ちょっとお話を聞いてみますと、大ケヤキ

の樹齢は1,500年という樹齢らしいんですが、

余り成長もないということで、さっき市長から

もありましたけれども、成長過程ですと、針金

というか、バン線というか、これが枝の方にく

い込んでいくというおそれがあると。ただ、ケ

ヤキの場合には木も固いし成長も余りないとい

うことで、ワイヤーが枝に食い込むこともない

というような状況なんだそうで、ただワイヤー

が消耗する年数が８年ということで、８年に１

度はつけかえをしている。専門の大津先生の方

からも問題はないだろうというようなお話があ

るというようなことですが、大明神ザクラの場

合には、それがいいのかどうか。結局枝にバン

線が食い込むというような状況になりますと、

やっぱり木の勢いをとめるというか、そういう

寿命にもかかわってくると思いますので、その

辺はさっきありましたように、専門家の方と検
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討をして対応をしたいというふうに思っている

ところです。 

 あと２番目、３番目、４番目については、市

長からの答弁のとおりですけれども、古代の丘

にちょっと行ってきて館長と話しした折に、や

っぱり国指定の天然記念物になって、見物客が

古代の丘の方にも来てくれるんじゃないかとい

うふうに大変期待をしておったところがありま

すので、ぜひ地元の方にもご協力をいただきな

がら、あの辺の観光にもプラス面に働くように

お願いをしたいなというふうに思っているとこ

ろです。 

以上です。 

○大沼 久議長 19番、島田友市議員。 

○１９番 島田友市議員 いろいろと答弁いただ

きまして、本当にありがとうございました。 

 先ほど市長から記念碑の建立について、17番

蒲生議員にも答弁しておられましたけれども、

何度も聞いたものですから、すっかり頭に入り

ました。ただやはり木柱であれば、これは半永

久的なものでして、いつかは腐食してしまうと

いうことであります。せっかくの国指定の天然

記念物でございますので、この際、思い切って

胸を張って、ひとつ石像にいくようにしたらな

と思います。私もひとつ17年、目黒市長のとき

に国指定を受けたんだということに太い文字で

石に刻むことがこれは一番大切なことかなと、

私なりにも力を注がれるところでありまして、

ぜひひとつ踏ん張っていただきたいと思います

が、やはり国指定となると、文化庁からもいさ

さか協力もあるやにある機関からも聞いており

ますので、どうか遠慮なくご要望、陳情を申し

上げながら、そういうふうにしていくようにお

勧めをしますが、再度答弁をお願いしたいと思

います。 

○大沼 久議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 これは、大正13年に久保ザクラ

がありましたよね。久保ザクラもありますが、

桜はその後、追加されたところも随分あると思

いますね。そういったところの状況等もやっぱ

りこちらで勉強しながら、国等にも教えていた

だいて、どういう状況なのかということもやっ

ぱり勉強してみなければいけないと思います。

私自身としては、やっぱり永久に残るというの

は願望でありまして、永久には残らないんです

ね。残らないと思いますし、それはやっぱり時

代が変わっていくんだろうと思います。後世の

時代にやっぱり評価されるような、あるいは邪

魔にならないようなということを考えた方が私

はいいような気もしておって、邪魔という言い

方おかしいですが、百周年記念のときに、百周

年の石を立てるかどうかで大論争したことがあ

るんですよ。たった百周年記念でちょこちょこ

っと実行委員会の名前書くだけでね。裏に今度

は氏名なんか書いたらべらぼうな金額になるん

だ、あれは。それだけで50万とか100万と。そ

れだったら子供の遊具をもうちょっと整備しよ

うよというのでやったことがありまして、そう

いった意味で、それとはちょっと違うかもしれ

ませんが、余り記念碑ということについてだけ

まずとりあえずということではなくて、やっぱ

り花全体がよくなるような、まだまだいろいろ

と個人所有のものでもありまして、超えなけれ

ばならない課題いっぱいあると思いますよ。こ

の大明神ザクラにしては。だから、そういった

ソフトの方を優先というのは、それも大事にし

ていただくということが必要かなというふうな

意味でありますので、ご理解をいただきたいと

思います。 

○大沼 久議長 19番、島田友市議員。 

○１９番 島田友市議員 桜もひとつ子々孫々に

にょっきりと若々しい芽も出てくるやもしれま

せんから、そのためにもひとつその記念碑を残

しておくことも大切かなと私は思いますが、よ

ろしくご検討を願いたいと思います。 

 それから、つり方式についてですが、先ほど
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やっぱり枝にバン線でやればということ、当然

これは食い込むことは当然でありますが、それ

はやはり工夫によって充て木をすれば絶対そん

なことはあり得ないし、それから今までの従来

どおりの支柱でありますと、草岡ザクラはやっ

ぱり先ほど申し上げたとおり数本折れたもので

すから、それはほとんど水平に近い枝の伸びた

のが皆折れたということで、今は上昇している

枝が残っております。そこに支柱をやりますと、

どうも滑りやすいんですよ。直に近いといった

方が早いかと思いますが、滑りやすいものです

から、それを十分効果あらしめるには、やはり

枝と直角にするのが一番効果あるんです。一番

効くんです。そうすることによって、長尺物は

必要となります。当然勾配がつきますので、雪

害を受けるんです。雪の圧縮によって折れる場

合もあります。そういうこともやっぱり考慮し

ながらつり方式が一番いいんじゃないかという

ところの話し合っておるんです。 

 やはり木は圧縮ですが、バン線であれば、引

っ張りでございますので、十分その弾力性もあ

ります。そういうことが、正に木のためにもき

かないこと、悪いことしたものを縛りつけるよ

うなことでなくて、幾らかは弾力性を持たせる

ような木の保護にいくのもこれは一理かなと、

私は思うんですが、その方面も十分ひとつ考え

ながらひとつこれから検討していってほしいと、

そんなふうに考えます。 

 やはり先ほど東根の小学校の大ケヤキの例を

挙げられましたが、やはりそれはそのつり方式

でやっております。下の面積も非常に有効に使

われますし、一応ひとつよく検討されてそのつ

り方式に切りかえていくことも大事かなと思う

んですが、私も専門家でありませんのでわかり

ませんけれども、どうかよろしくお願いを申し

上げたいと、かように思っております。 

 昭和46年に長井市より天然記念物に指定を受

けたわけですけれども、それから、平成８年に

同時に地元で保存会が発足されたようでありま

す。それから、平成11年には山形県から天然記

念物の指定を受けたということで、今回平成17

年は国の天然記念物に指定されたということで、

順調によい方向に来たわけでございますけれど

も、やはり大明神ザクラはまさしく風格躍如な

る名巨木であります。老木とはいえ、いつまで

も若々しく地域のシンボルとして保存してゆか

ねばならないと考えているところでありますし、

当局の一層のご支援を賜りながらひとつこれか

らもより一層ご指導賜りますように切にお願い

申し上げまして、簡単ですが質問を終わらせて

いただきます。どうもありがとうございました。 

 

 

     散    会 

 

 

○大沼 久議長 本日はこれをもって散会いたし

ます。 

 再開は明日午前10時といたします。 

 ご苦労さまでした。 

 

     午後２時３０分 散会 
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